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第
二
回
臨
時
議
会

議
案

・
ぽ
ぷ
ら
河
口
湖
旧
館
解
体
工
事
請
負
契
約
締

結
・
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

第
三
回
臨
時
議
会

議
案

・
く
ぬ
ぎ
平
ス
ポ
ー
ツ
公
園
サ
ブ
サ
ッ
カ
ー
場

芝
張
り
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

・
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）

選
任
同
意

・
長
浜
財
産
区
管
理
委
員
　
　
　
梶
原
　
芳
章

常
磐
　
　
旭

三
須
　
五
郎

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

・
富
士
河
口
湖
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
富
士
河
口
湖
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
十
五
年
度
　
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

・
平
成
十
五
年
度
　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

議
案

・
富
士
河
口
湖
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
制

定
・
富
士
河
口
湖
町
行
政
区
長
設
置
条
例
の
制
定

・
富
士
河
口
湖
町
福
祉
委
員
条
例
の
制
定

・
富
士
河
口
湖
町
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
制
定

・
富
士
河
口
湖
町
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
条

例
の
制
定

・
船
津
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
小
立
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
勝
山
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
老
人
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
富
士
河
口
湖
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

・
足
和
田
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

・
富
士
河
口
湖
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

・
温
泉
掘
削
工
事
請
負
契
約
締
結

・
特
別
町
民
の
推
戴
　
　
　
　
　
渡
辺
　
玉
枝

人
事

・
小
立
財
産
区
管
理
委
員
選
任
　
渡
辺
　
晴
長

・
大
石
財
産
区
管
理
委
員
選
任
　
堀
内
　
洋
吾

鎌
倉
　
強
正

・
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組

合
議
会
議
員
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
栄
治

朝
比
奈
充
知

・
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
議
会
議
員渡

辺
　
栄
治

朝
比
奈
充
知

４月臨時会

６月定例会

平
成
十
六
年
第
二
回
臨
時
議
会

が
、
四
月
二
日
に
開
催
さ
れ
、
ま

た
、
第
三
回
臨
時
議
会
が
三
十
日

に
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
定
例
会
は
六
月
十
四
日
か
ら

十
七
日
ま
で
の
四
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は

報
告
四
件
、
議
案
十
六
件
、
選
任

同
意
二
件
、
一
部
事
務
組
合
議
員

選
挙
二
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

渡　辺　玉　枝　氏

富士

河口
湖町

特別
町民
に



地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
て
、
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域

の
関
係
地
方
公
共
団
体
は
、
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
震
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

こ
の
計
画
が
、
平
成
十
六
年
度
末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
る
が
限

ら
れ
た
期
間
内
に
緊
急
に
整
備
す
べ
き
必
要
最
小
限
の
事
業
を
も

っ
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
地
震
災
害
に
伴
う
教
訓
、
社
会

環
境
の
変
化
、
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
の
拡
大
及
び
中
央
防
災

会
議
に
お
け
る
東
海
地
震
対
策
大
綱
の
決
定
な
ど
に
伴
い
、
公
共

施
設
の
耐
震
化
、
各
種
防
災
資
機
材
整
備
等
を
よ
り
一
層
推
進
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
東
海
地
震
に
よ
る
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
震
対
策
緊
急
整
備
計

画
の
充
実
と
期
間
の
延
長
を
図
り
、
事
業
を
迅
速
且
つ
的
確
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
対
策
の
一
層
の
充
実
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計
画
の
根

拠
で
あ
る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急

整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の

延
長
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、
提
案
す
る
。

請
　
願

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
請
願

紹
介
議
員
　
　
渡
辺
一
正
議
員
・
流
石
市
朗
議
員
・
古
谷
芳
信
議
員

意
見
書
（
要
旨
）

三
位
一
体
の
改
革
が
進
む
中
に
お
い
て
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
を
堅
持
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と

は
、
国
が
義
務
的
に
行
な
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
交
付
金
化
」「
一
般

財
源
化
」
す
る
措
置
学
校
事
務
職
員
・
学
校
栄
養
職
員
を
国
庫
負
担
の

対
象
外
と
す
る
措
置
に
対
し
、
断
固
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

議員提案

表
　
　
彰

富
士
河
口
湖
町

議
会
議
員
県
外
視
察
研
修

去
る
、
五
月
二
十
六
日
・
二
十

七
日
、
議
員
視
察
研
修
を
千
葉
県

富
浦
町
（
道
の
駅
と
み
う
ら
）
で

行
な
い
ま
し
た
。

山
梨
県
町
村
議
長
会
退
職
役
員
感
謝
状

渡
辺
　
武
彦
　
議
員

三
浦
隆
一
郎
　
議
員

山
梨
県
町
村
議
会
広
報
功
労
者
表
彰

梶
原
　
哲
次
　
議
員



質
問

管
理
職
登
用
試
験
委

託
料
の
内
容
は
。

総
務
課
長

二
日
間
、
六
名

に
講
師
三
名
が
つ
い
て
、
管

理
上
の
ス
キ
ル
の
研
修
及
び

能
力
評
価
、
技
法
等
を
実
施

す
る
。

質
問

勝
山
婦
人
消
防
隊
運

営
費
補
助
金
の
内
容
は
。

管
理
課
長

当
初
予
算
未
計

上
の
、
出
初
式
防
災
訓
練
等

に
参
加
す
る
婦
人
消
防
隊
に

対
し
、
補
助
金
を
計
上
す
る
。

質
問

企
業
誘
致
活
動
に
つ

い
て
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

企

業
誘
致
に
対
応
す
る
た
め
庁

内
の
組
織
と
し
て
、
仮
称
富

士
河
口
湖
町
企
業
立
地
推
進

本
部
を
設
置
す
る
準
備
を
進

め
て
い
る
。
当
町
へ
進
出
希

望
四
社
と
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
関
し
て
の
県
と
の
協

議
や
用
地
選
定
等
、
交
渉
を

進
め
て
い
る
。

質
問

税
金
の
夜
間
徴
収
に

つ
い
て
。

税
務
課
長

夜
間
徴
収
は
、

税
務
課
一
名
と
新
た
に
特
別

収
納
対
策
班
が
設
置
さ
れ
た
。

特
に
夜
間
徴
収
の
税
務
課
職

員
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
勤
務
で
対
処
し
て
い
る
。

質
問

滞
納
者
の
対
策
は
。

税
務
課
長

今
後
、
滞
納
繰

越
分
の
処
理
は
、
収
納
特
別

班
で
行
う
。

質
問

納
税
組
合
の
活
動
は
。

税
務
課
長

自
治
会
の
納
税

組
合
活
動
を
有
利
に
生
か
し

て
も
ら
っ
た
中
で
、
継
続
す

る
。

質
問

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
西
側
交
差
点
の
信
号
機

設
置
に
つ
い
て
。

管
理
課
長

県
下
で
設
置
需

要
が
多
く
、
反
面
、
予
算
も

限
定
さ
れ
て
い
て
一
年
か
ら

三
年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り

管
理
監
と
そ
の
担
当
部
局
へ

早
急
に
設
置
さ
れ
る
よ
う
要

請
し
て
あ
る
。

質
問

建
設
計
画
の
中
長
期

計
画
と
、
合
併
特
例
債
に
つ

い
て
。

町
長

長
期
十
年
間
に
つ
い

て
は
、
上
九
一
色
村
も
含
め

た
計
画
で
あ
る
。
も
う
暫
く

待
つ
こ
と
で
御
理
解
を
。

質
問

健
康
科
学
大
学
の
十

六
年
度
の
宿
舎
利
用
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐

現
在
二
一
六
名
が
学
生
宿
舎

を
利
用
し
て
入
居
し
て
い
る
。

質
問

学
生
宿
舎
が
多
く
建

設
さ
れ
て
い
る
。
空
室
も
出

る
と
思
う
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

宿

舎
組
合
の
規
約
に
よ
り
、
組

合
と
大
学
が
、
宿
舎
建
設
の

調
整
を
図
っ
て
い
る
。

質
問

固
定
資
産
税
の
土
地

の
評
価
額
は
、
実
際
売
買
実

例
等
の
下
落
し
て
い
く
中
、

ど
の
よ
う
に
課
税
評
価
を
し

て
い
る
か
。

税
務
課
長

土
地
の
評
価
額

は
売
買
実
例
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
周
辺
の
土
地
を
参

考
に
し
、
土
地
鑑
定
士
等
に

よ
り
算
出
さ
れ
る
。
課
税
標

準
額
は
宅
地
等
に
つ
い
て
は
、

評
価
額
よ
り
、
か
な
り
低
い

価
格
で
設
定
し
て
い
る
。

質
問

学
生
宿
舎
は
、
部
屋

が
余
っ
て
一
般
者
も
入
居
さ

せ
て
い
る
と
聞
く
が
、
固
定

資
産
税
相
当
額
の
補
助
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

本

年
度
は
二
五
一
室
用
意
し
て
、

三
五
室
ほ
ど
余
っ
て
い
る
。

固
定
資
産
税
相
当
額
の
補
助

は
、
条
例
の
規
定
と
先
例
等

も
参
考
に
し
て
、
判
定
委
員

会
の
中
で
判
断
を
仰
い
で
い

き
た
い
。

質
問

収
納
対
策
班
の
過
年

度
滞
納
分
の
徴
収
に
つ
い
て
。

総
務
課
収
納
対
策
係
長

平

成
八
年
の
旧
河
口
湖
町
当
時

に
差
押
え
を
行
っ
た
案
件
の

整
理
が
で
き
た
結
果
、
二
四

〇
〇
万
円
の
大
口
の
滞
納
額

を
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

質
問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

進
捗
状
況
及
び
東
海
地
震
に

対
応
し
た
地
域
防
災
計
画
は
。

防
災
係
長

富
士
山
火
山
は
、

今
月
二
十
九
日
、
国
の
富
士

山
火
山
防
災
協
議
会
か
ら
最

終
報
告
を
受
け
て
、
北
麓
八

市
町
村
の
富
士
山
火
山
防
災

協
議
会
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
概
ね
九
月
上
旬
を
め
ど

に
、
第
一
版
を
発
行
し
た
い
。

東
海
地
震
は
、
注
意
情
報
が

発
令
さ
れ
た
と
き
に
は
、
速

や
か
に
対
応
が
と
れ
る
地
域

防
災
計
画
の
策
定
を
考
え
て

い
る
。

所

管

全

般

委
員
会
報
告

新町職員マネージメント向上職員研修

委

員

長

在
原
　
長
一

副
委
員
長

梶
原
　
恒
夫

委
　
　
員

渡
辺
　
周
次
　
流
石
　
安
正

三
浦
　
勇
揮
　
三
浦
　
準
治

渡
辺
　
勝
利
　
三
浦
　
利
信

井
出
庄
一
郎
　
流
石
　
利
道

倉
沢
　
石
根
　
三
浦
　
洋
恵

梶
原
　
哲
次
　
堀
内
　
直
人

・
総
務
常
任
委
員
会
関
係
補
正
予
算



質
問

病
院
の
不
正
請
求
額

の
返
還
金
は
い
つ
決
定
し
た

も
の
な
の
か
。

保
険
課
長

診
療
報
酬
の
不

正
部
分
の
返
還
で
あ
り
本
年

の
五
月
末
に
決
定
し
た
。

質
問

河
口
湖
北
中
学
校
の

管
理
費
の
工
事
内
容
は
。

学
校
教
育
課
長

高
圧
設
備

等
が
動
作
特
性
不
良
に
よ
り

誤
作
動
し
停
止
さ
せ
る
事
故

の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
高
圧

ケ
ー
ブ
ル
を
交
換
工
事
す
る
。

質
問

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
委
託
内
容
は
。

福
祉
推
進
課
長

小
立
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
富
士
五
湖
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
午
前

八
時
半
よ
り
午
後
五
時
半
ま

で
管
理
委
託
す
る
減
額
補
正

で
あ
り
他
の
時
間
は
生
涯
学

習
課
で
対
応
す
る
。

質
問

合
併
に
よ
る
学
校
の

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
備

品
購
入
と
機
種
は
。

学
校
教
育
課
長

整
備
さ
れ

て
い
な
い
西
浜
中
に
本
の
分

類
に
必
要
な
専
門
の
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
購
入
で
あ
り
機

種
は
旧
河
口
湖
町
と
同
じ
で

あ
る
。

質
問

長
崎
県
の
衝
撃
的
な

事
件
に
関
す
る
町
の
対
応
は
。

教
育
長

他
人
に
対
す
る
思

い
や
り
の
心
を
育
て
る
と
同

時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正

し
い
扱
い
に
つ
い
て
現
場
か

ら
指
導
し
て
い
る
。

質
問

南
岸
給
食
セ
ン
タ
ー

検
討
委
員
会
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長

南
岸
三
校
の
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
た
め

検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
協

議
さ
れ
て
い
る
。
現
在
三
校

は
ウ
エ
ッ
ト
方
式
を
と
っ
て

い
る
が
ド
ラ
イ
方
式
に
改
善

す
る
方
向
で
あ
り
、
自
校
で

ド
ラ
イ
方
式
に
す
る
に
は
敷

地
面
積
が
一
・
五
倍
か
か
り

三
校
と
も
確
保
が
で
き
な
い

し
経
費
も
か
か
る
。
費
用
の

節
減
お
よ
び
維
持
管
理
の
効

率
化
に
よ
る
経
費
の
削
減
等

具
体
的
な
検
討
資
料
を
提
出

し
て
お
互
い
に
納
得
で
き
る

方
向
で
協
議
し
て
い
く
。

質
問

小
立
地
区
に
あ
る
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
改
修
と

そ
の
後
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

健
康
増
進
課
長

建
物
関
係

に
つ
い
て
は
専
門
家
と
現
地

を
見
て
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
整
形
外
科
医
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
看

護
士
、
事
務
員
で
九
名
体
制

で
進
む
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

質
問

登
下
校
の
安
全
の
た

め
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
が
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
が
、
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
活

動
の
内
容
は
。

教
育
長

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
の
各
地
区
の
役
員
方
に
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
腕
章
を
預

け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
時
は
腕

章
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
学
校
に
お
い
て
も
安
全

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

地
区
に
よ
り
温
度
差
は
あ
る

が
、
大
変
抑
止
力
に
な
り
今

の
と
こ
ろ
不
審
者
等
の
報
告

は
な
い
。

質
問

小
規
模

校
の
小
学
校
と

い
う
環
境
の
中

で
学
ぶ
こ
と
は

果
た
し
て
い
い

の
か
、
子
ど
も

た
ち
は
触
れ
あ

う
機
会
が
持
て

る
の
か
。

教
育
長

小
規

模
校
は
き
め
細

か
な
指
導
が
で

き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、

子
ど
も
た

ち
が
本
当
に
大
勢
の
人

と
触
れ
あ
っ
て
充
実
し

た
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
し
む
け
る
の
も

私
た
ち
の
使
命
と
思
う
、

近
く
の
小
学
校
と
合
同

で
授
業
や
行
事
を
実
施

す
る
な
ど
考
え
て
い
き

た
い
。

質
問

学
校
、
保
育
園
、
チ

ビ
ッ
コ
広
場
等
の
遊
具
の
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
か
。

学
校
施
設
係
長

管
内
小
学

校
の
全
施
設
を
遂
時
修
理
点

検
し
、
年
一
回
業
者
に
よ
る

点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

福
祉
推
進
課
長

各
保
育
園

の
遊
具
関
係
は
年
度
当
初
業

務
委
託
し
点
検
結
果
に
よ
り

改
修
、
撤
去
を
行
っ
て
い
る
。

チ
ビ
ッ
コ
広
場
等
は
、
自
治

会
に
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
、

修
理
等
に
つ
い
て
は
、
内
容

に
応
じ
て
整
備
を
し
て
い
る
。

町
全
体
で
は
、
相
当
数
に
お

よ
ぶ
の
で
公
園
管
理
担
当
者

と
協
議
し
て
安
全
管
理
に
努

め
て
い
く
。

委

員

長

堀
内
　
弘
一

副
委
員
長

小
佐
野
一
久

委
　
　
員

渡
辺
　
秀
一
　
梶
原
　
忠
雄
　
　

望
月
　
幸
子
　
小
佐
野
坦
子
　

渡
辺
余
緒
治
　
駒
谷
　
隆
利
　

小
佐
野
　
勝
　
梶
原
亥
之
雄
　

流
石
　
市
朗
　
白
壁
　
賢
一
　

渡
辺
　
　
満
　
渡
辺
　
一
正

古
谷
　
芳
信

所

管

全

般

広場に放置されている遊具

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会
補
正
予
算

安全パトロール



質
問

緊
急
地
域
雇
用
特
別

基
金
二
六
三
〇
万
円
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
。

観
光
課
長

公
園
委
託
料
の

部
分
で
、
古
い
茅
葺
屋
根
の

家
で
、
い
や
し
の
里
に
利
用

し
て
も
よ
い
と
言
う
話
し
を

受
け
て
い
る
の
で
、
取
り
壊

し
部
分
と
並
び
に
そ
れ
を
材

料
と
し
て
成
形
を
す
る
た
め

の
委
託
費
と
し
て
、
県
の
事

業
計
画
の

再
利
用
と

言
う
形
で

許
可
を
受

け

て

い

る
。

質
問

外
国
人
の
誘
客
事
業

委
託
料
の
内
容
は
。

観
光
課
長

韓
国
、
台
湾
、

中
国
等
で
、
富
士
河
口
湖
町

へ
来
る
た
め
の
ツ
ア
ー
を
企

画
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
誘
客
に

つ
と
め
る
た
め
の
委
託
料
で

あ
る
。

質
問

看
板
に
つ
い
て
、
河

口
湖
町
、
勝
山
村
、
足
和
田

村
か
ら
富
士
河
口
湖
町
へ
早

急
に
書
き
換
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
。

観
光
課
長

早
急
に
対
応
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
広
域

の
部
分
に
関
し
て
は
、
今
後

の
サ
イ
ン
計
画
等
も
見
す
え
、

建
設
課
と
の
協
議
の
中
で
進

め
て
行
き
た
い
。

質
問

西
湖
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
。

町
長

ト
イ
レ
を
作
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
費

を
一
番
意
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の

で
、
今
後
、
遊
漁
税
の
導
入

も
視
野
に
入
れ
取
り
組
む
た

め
に
も
、
地
区
の
議
員
さ
ん
、

諸
役
員
さ
ん
に
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
と
の
連
携

を
密
に
し
て
行
き
た
い
。

質
問

合
併
し
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
も
広
域
化
し
た
が
、
取

り
組
み
は
。

建
設
課
長

道
路
、
用
地
担

当
等
が
絶
え
ず
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
、
穴
埋
め
等
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
役
場

職
員
を
通
じ
各
地
区
の
状
況

を
把
握
し
対
応
し
て
い
る
。

質
問

河
口
の
一
三
七
号
線

沿
い
の
家
は
、
下
水
道
工
事

で
掘
削
を
し
た
際
に
道
路
に

凸
凹
が
で
き
、
補
修
は
し
て

い
る
が
大
型
車
が
通
る
と
、

震
度
３
程
度
の
揺
れ
が
あ
り

大
変
困
っ
て
い
る
。
舗
装
の

改
修
計
画
等
は
あ
る
か
。

水
道
課
長
補
佐

下
水
工
事

の
も
の
で
は
な
い
が
、
山
梨

県
の
管
理
下
に
あ
る
道
路
で

あ
り
、
確
か
に
、
道
路
が
凸

凹
し
非
常
に
古
い
こ
と
も
承

知
は
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
管
理
監
と
も
相
談
し
、
山

梨
県
の
都
留
建
設
部
の
道
路

担
当
等
と
話
し
合
い
を
持
ち

解
決
の
方
向
へ
努
力
し
て
い

き
た
い
。

質
問

温
泉
入
浴
指
導
員
の

配
置
の
義
務
に
つ
い
て
の
町

と
し
て
の
対
応
は
。

観
光
課
長

温
泉
利
用
型
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
厚
生
労
働
省

の
い
う
認
定
施
設
に
す
る
場

合
に
は
、
温
泉
入
浴
指
導
員

が
い
な
け
れ
ば
施
設
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
温
泉

旅
館
組
合
を
中
心
に
、
温
泉

入
浴
指
導
員
の
養
成
の
方
を

指
導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質
問

イ
ン
タ
ー
線
の
用
地

買
収
の
状
況
は
。

建
設
課
長

早
期
の
共
用
開

始
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
今
現
在
、

10
件
ほ
ど
の
未
買
収
地
域
が

あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

質
問

水
道
水
に
つ
い
て
、

時
と
し
て
、
塩
素
が
強
く
感

じ
せ
っ
か
く
の
お
い
し
い
水

が
お
茶
が
飲
め
な
い
よ
う
な

状
況
も
発
生
し
て
い
る
が
、

滅
菌
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

上
水
道
業
務
係
長

水
道
法

の
中
で
、
給
水
栓
に
お
け
る

水
が
0.1
㎎
／
㍑
以
上
保
持
す

る
よ
う
に
塩
素
消
毒
を
す
る

事
と
な
っ
て
い
る
、
薬
剤
の

使
用
量
の
変
化
に
よ
り
、
末

端
で
0.1
で
る
よ
う
に
す
る
の

で
貯
水
池
の
近
く
に
お
い
て

強
く
な
っ
た
り
、
薄
く
な
っ

た
り
と
言
う
状
況
が
あ
る
の

で
、
職
員
が
巡
回
し
、
塩
素

に
つ
い
て
は
苦
情
の
な
い
よ

う
に
機
械
等
の
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

質
問

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

25
名
を
選
任
し
、
さ
ら
に
10

名
を
増
員
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の

活
用
方
法
は
。

観
光
課
長

町
が
行
っ
て
い

る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
は
、
平
日
は
１
名
、
土
日

は
２
名
の
ガ
イ
ド
が
常
駐
し

対
応
し
て
い
る
。
予
約
の
ガ

イ
ド
に
つ
い
て
は
、
予
約
が

入
り
次
第
対
応
し
、
今
ま
で

最
高
20
名
の
ガ
イ
ド
で
対
応

し
た
実
績
が
あ
る
。
今
後
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
利
用

等
の
需
要
も
増
え
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
利
用
者

が
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
さ
ら
に
努
力
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

委

員

長

古
屋
　
一
哉

副
委
員
長

朝
比
奈
充
知

委
　
　
員

堀
内
　
　
定
　
堀
内
　
　
勝

三
浦
隆
一
郎
　
渡
辺
　
重
寿

小
川
　
清
治
　
渡
辺
　
岩
次

小
佐
野
　
量

山
　
泰
治

小
林
　
博
文
　
小
佐
野
弘
士

渡
辺
　
慎
次
　
倉
澤
　
鶴
義

渡
辺
　
武
彦

・
町
道
の
路
線
認
定

・
富
士
河
口
湖
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
足
和
田
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

・
産
経
土
木
常
任
委
員
会
関
係
補
正
予
算

青木ヶ原樹海

所

管

全

般

河口　国道137号線



雇
用
促
進
と

企
業
誘
致
の
推
進

質
問

町
の
人
口
（
今
年
四

月
一
日
現
在
二
万
三
千
八
百

二
十
五
人
）
は
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
雇
用
促
進
と

企
業
誘
致
の
推
進
対
策
は
。

町
長

町
の
人
口
は
六
月
十

日
現
在
で
合
併
前
と
比
較
し

て
二
百
四
十
二
人
増
で
あ
る
。

昨
年
、
町
の
有
効
求
人
倍
率

は
、
一
・
七
倍
（
山
梨
県
全

体
〇
・
九
倍
前
半
）
で
あ
り
、

今
年
は
一
・
八
倍
以
上
で
推

移
で
き
る
と
思
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
雇

用
の
促
進
、
外
来
者
の
移
入

に
目
を
向
け
た
い
。
西
湖
地

域
へ
は
、
文
化
的
な
活
動
・

活
躍
さ
れ
る
方
々
の
拠
点
づ

く
り
、
大
石
地
区
へ
農
業
青

年
の
導
入
を
検
討
中
で
あ
る
。

企
業
誘
致
の
状
況
は
、
旧

河
口
湖
町
の
段
階
か
ら
、
船

津
地
域
の
登
山
道
東
側
か
ら

船
津
財
産
区
に
か
け
て
企
業

誘
致
ゾ
ー
ン
と
し
て
お
り
、

松
山
油
脂
（
石
鹸
と
化
粧
水

工
場
）
・
大
手
製
薬
会
社
は
、

ほ
ぼ
方
向
が
見
え
た
。
勝
山

地
域
内
に
は
飛
行
機
の
機
内

食
を
つ
く
る
工
場
の
話
も
進

行
中
で
あ
る
。

地
方
分
権
の
時
代
で
、
企

業
誘
致
の
促
進
を
図
る
こ
と

が
、
町
の
純
粋
な
自
己
財
源

を
高
め
る
た
め
に
も
、
二
十

一
世
紀
の
本
町
の
生
き
る
中

心
で
も
あ
り
鋭
意
努
力
す
る
。

防
災
対
策
と
地
域
防
災

力
の
強
化
に
つ
い
て

質
問

防
災
全
般
に
つ
い
て

管
理
課
長

東
海
地
震
に
関

す
る
山
梨
県
の
地
域
防
災
計

画
が
五
月
十
一
日
に
決
定
さ

れ
、
危
険
度
の
低
い
順
に
、

観
測
情
報
（
前
兆
現
象
と
直

ち
に
判
断
出
来
な
い
場

合
）
・
注
意
情
報
・
予
知
情

報
（
警
戒
宣
言
発
令
）
が
発

表
さ
れ
る
。
町
で
は
観
測
情

報
の
段
階
で
対
応
す
る
。

旧
三
町
村
の
備
蓄
倉
庫
の

点
検
や
防
災
無
線
・
貯
水
槽

の
整
備
等
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
、
旧
河
口
湖
町
と
御

坂
町
が
平
成
十
三
年
四
月
二

十
六
日
締
結
し
た
相
互
応
援

協
定
は
継
続
し
て
い
く
。

地
域
防
災
力
の
強
化
対
策

と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
は

自
治
会
・
区
単
位
で
組
織
さ

れ
て
お
り
、
六
月
の
地
区
防

災
訓
練
・
九
月
の
総
合
防
災

訓
練
で
意
識
高
揚
を
図
る
。

原
則
的
に
住
民
の
生
命
と

財
産
は
、
住
民
自
ら
の
手
で

守
る
よ
う
広
報
・
研
修
活
動

を
し
、
地
域
の
防
災
組
織
づ

く
り
を
図
っ
て
い
く
。

町
長

小
学
生
に
防
災
全
般

の
副
読
本
を
発
行
し
、
子
供

か
ら
家
庭
へ
防
災
意
識
の
高

揚
を
推
し
進
め
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
六
月

末
に
最
終
結
審
さ
れ
る
予
定
。

個
人
情
報
保
護
の
条
例

化
と
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

質
問

公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
に
よ
る
電
子
申
請
の
交

付
件
数
は
。

総
合
窓
口
課
長

山
梨
県
全

体
で
は
五
月
二
十
四
日
現
在

四
百
三
十
八
件
、
町
で
は
十

六
件
（
住
基
カ
ー
ド
の
発
行

件
数
は
二
十
一
件
）
で
あ
る
。

今
年
度
中
に
県
十
業
務
・
市

町
村
二
十
九
業
務
が
追
加
さ

れ
、
県
と
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

質
問

条
例
制
定
は
。

総
務
課
長

個
人
情
報
保
護

条
例
は
、
人
的
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
を
規
定
し
、
町
の
情
報

処
理
の
実
情
に
応
じ
た
適
切

な
条
例
と
す
る
。
ま
た
年
度

内
の
制
定
に
努
め
る
。

質
問

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
。

企
画
課
長

電
算
担
当
職
員

一
名
を
研
修
所
に
派
遣
し
て

い
る
。
町
の
高
度
情
報
基
本

計
画
及
び
実
施
計
画
に
よ
り

各
課
に
情
報
推
進
責
任
者
を

置
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｏ
Ａ
運
用
リ
ー
ダ

ー
を
設
置
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
有
効
活
用
を
し
て
い
く
。

小立乳ヶ崎地区防災訓練

三
位
一
体
改
革
に
お
け

る
税
源
移
譲
に
つ
い
て

質
問

経
済
財
政
諮
問
会
議

で
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六

年
度
の
補
助
金
削
減
が
三
兆

円
程
度
と
な
り
、
税
源
移
譲

が
同
額
三
兆
円
の
提
示
が
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
地
方
に
補

助
金
改
革
の
具
体
案
を
ま
と

め
、
安
定
財
政
運
営
に
必
要

な
一
般
財
源
の
確
保
を
要
請

さ
れ
た
が
。

町
長

三
位
一
体
改
革
に
つ

い
て
は
、
二
〇
〇
四
か
ら
二

〇
〇
六
年
ま
で
四
兆
円
規
模

の
削
減
を
中
心
に
、
一
方
で

は
地
方
へ
の
税
源
移
譲
が
な

さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。

本
年
度
に
お
い
て
は
１
兆
円

の
削
減
に
対
し
て
四
五
〇
〇

億
程
度
の
財
源
移
譲
し
か
で

き
ず
、
予
算
編
成
の
直
前
に

こ
の
様
な
状
況
が
知
ら
さ
れ

て
、
予
算
を
組
み
立
て
る
中



で
四
苦
八
苦
の
状
況
で
あ
っ

た
。今

後
二
〇
〇
五
年
、
六
年

の
二
ヵ
年
で
約
三
兆
円
の
縮

減
に
対
し
て
、
ど
の
様
な
方

向
で
削
減
と
同
額
の
税
源
移

譲
を
図
る
か
は
、
ま
だ
未
知

数
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
今
後
町
の
財
政
を
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
優
良

企
業
を
誘
致
し
、
ま
た
、
可

所
得
者
を
増
や
し
て
、
町
独

自
の
税
収
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
中
心
に
な
る
と
思
う
。

十
六
年
の
税
収
は
三
二
億
四

〇
〇
〇
万
で
あ
る
が
一
歩
一

歩
高
め
て
、
十
年
後
に
は
四

十
億
ぐ
ら
い
の
、
独
自
の
税

収
が
図
れ
る
町
を
創
り
上
げ

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
財
政
事
情
が
極
め
て

厳
し
い
中
で
、
十
六
年
の
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
予
算
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
来
年
以
降
も
、
さ
ら

に
歳
出
の
抑
制
、
経
常
経
費

の
抑
制
に
心
が
け
て
財
政
運

営
に
取
り
組
む
。

医
療
費
削
減
に
つ
い
て

質
問

小
学
生
及
び
高
齢
者

に
対
し
て
、
風
邪
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
策
が
と
ら

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
れ

に
対
し
て
の
投
資
対
効
果
は

ど
の
程
度
な
の
か
。

保
険
課
長

予
防
策
と
し
て

町
内
小
学
校
に
ハ
ン
ド
ソ
ー

プ
及
び
う
が
い
薬
を
配
布
し

て
い
る
が
、
欠
席
児
童
が
平

成
十
四
年
度
よ
り
十
九
％
減

少
し
て
、
同
医
療
費
が
、
前

年
よ
り
三
〇
〇
万
円
ほ
ど
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
高
齢
者

に
対
し
て
の
予
防
接
種
も
効

果
が
著
し
く
表
れ
て
き
て
い

る
。
今
後
も
健
康
増
進
課
と

協
力
し
、
有
効
な
保
険
事
業

を
進
め
、
医
療
費
の
削
減
に

努
め
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

質
問

モ
デ
ル
地
区
に
富
士

北
麓
が
選
ば
れ
、
県
が
三
年

計
画
で
、
地
域
の
自
然
や
文

化
財
な
ど
の
観
光
資
源
を
生

か
し
た
ツ
ア
ー
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
に
取
り
組
む
が
。

観
光
課
長

す
で
に
、
町
に

お
い
て
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
と
い
う
形
で
実
施

し
て
お
り
、
環
境
省
・
県
よ

り
も
先
行
し
て
合
併
前
か
ら

計
画
・
準
備
し
て
来
た
。
当

町
に
は
、
樹
海
が
広
が
り
そ

の
脆
弱
な
地
域
の
自
然
破
壊

が
進
ん
で
い
る
。
自
然
環
境

の
保
護
を
目
的
に
、
公
認
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
を
認
定
し

て
、
ガ
イ
ド
の
資
質
の
向
上

を
計
り
講
座
を
開
設
し
そ
れ

を
実
施
し
て
い
る
。
県
と
の

協
調
体
制
を
取
り
な
が
ら
町

の
要
望
を
県
側
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
入
れ
て
、
よ
り
有
利
な

事
業
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

イ
レ
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

と
思
う
が
、
町
と
し
て
の
計

画
は
。

観
光
課
長

西
湖
に
お
い
て
、

湖
畔
河
川
敷
へ
の
乗
り
入
れ

等
の
駐
車
帯
の
中
で
の
ト
イ

レ
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

西
湖
西
の
ト
イ
レ
と
、
西
湖

南
の
公
民
館
の
ト
イ
レ
を
開

放
し
な
が
ら
、
又
、
蝙
蝠
穴

の
ト
イ
レ
等
の
利
用
を
考
え

て
る
。
東
電
取
水
口
付
近
に

お
い
て
は
、
今
後
、
ア
ヤ
メ

の
里
等
の
整
備
を
す
る
中
で
、

公
共
駐
車
場
、
公
衆
ト
イ
レ

の
整
備
に
つ
い
て
も
、
観
光

客
の
利
用
状
態
を
調
査
し
な

が
ら
実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
段

階
で
火
急
的
に
行
な
う
た
め

に
は
、
各
観
光
業
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
場

並
び
に
売
店
、
食
堂
等
の
ト

イ
レ
を
利
用
し
、
当
面
の
解

決
を
考
え
て
い
る
。

質
問

河
川
敷
へ
の
一
般
車

両
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
は
思
う
が
、

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

観
光
課
長

今
後
県
と
対
応

の
協
議
を
し
な
が
ら
、
河
川

敷
へ
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す

る
場
合
に
は
全
体
的
に
制
限

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
駐
車
場
が
足
り

な
い
か
わ
り
に
河
川
敷
に
入

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、

整
備
し
な
が
ら
今
後
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

遊
魚
税
導
入
に
つ
い
て

質
問

湖
水
及
び
湖
畔
の
環

境
整
備
事
業
及
び
地
域
の
雇

用
促
進
に
も
な
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長

河
口
湖
地
域
に
お
い

て
は
財
源
厳
し
い
折
、
目
的

税
で
あ
っ
て
も
、
法
廷
外
目

的
税
で
あ
っ
て
も
、
従
来
町

村
で
負
担
し
て
い
た
清
掃
、

ト
イ
レ
対
策
等
を
含
め
な
が

ら
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
。
西
湖
地
域
に
お
い

て
は
、
ボ
ー
ト
関
係
者
、
漁

業
協
同
組
合
、
観
光
協
会
等

の
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
合
意

が
絶
対
的
に
必
要
と
考
え
て

い
る
。
釣
り
客
等
に
つ
い
て

は
、
姫
鱒
の
増
殖
を
は
か
り

な
が
ら
、
西
湖
を
姫
鱒
の
メ

ッ
カ
に
持
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
第
二
養
殖
場

の
方
向
性
が
決
ま
る
と
思
う

が
、
そ
の
結
果
を
見
な
が
ら

遊
魚
税
の
導
入
を
見
極
め
る
。

あ
く
ま
で
も
導
入
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
合
意
が

必
要
で
あ
る
。

車輌乗り入れ

ネイチャーガイド

西
湖
畔
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

質
問

美
し
い
湖
の
景
観
や

景
勝
地
を
保
護
し
て
い
く
上

で
、
公
共
駐
車
場
、
公
衆
ト

障
害
者
の
雇
用
に

つ
い
て

質
問

社
会
参
加
の
意
欲
を

持
っ
た
心
身
障
害
者
が
、
そ

の
労
働
能
力
に
あ
っ
た
職
に

つ
く
こ
と
が
望
ま
し
く
、
一

般
健
常
者
と
と
も
に
、
就
業



を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
、

何
ら
か
の
援
助
・
育
成
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
と

し
て
の
考
え
は
。

観
光
課
長

本
町
の
障
害
者

手
帳
交
付
者
数
は
、
六
百
八

十
二
名
で
、
常
時
労
働
者
数

五
十
六
人
以
上
の
民
間
企
業

で
、
一
人
以
上
の
障
害
者
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
富
士
吉
田
管
内

は
四
十
社
中
二
十
九
社
で
あ

る
。
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
等
の
企
業
へ
の

助
成
措
置
並
び
に
障
害
者
等

の
就
業
支
援
措
置
等
の
制
度

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
照
会
し

な
が
ら
企
業
に
理
解
を
求
め

て
い
き
た
い
。

総
務
課
長

富
士
河
口
湖
町

役
場
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

雇
用
数
は
五
人
で
あ
る
。

公
共
工
事
に
お
け
る

入
札
に
つ
い
て

町
長

工
事
費
の
積
算
基
準

に
つ
い
て
、
デ
フ
レ
傾
向
下
、

担
当
課
が
あ
る
面
の
予
算
編

成
の
段
階
で
、
シ
ビ
ア
な
積

算
を
工
事
箇
所
毎
に
予
算
づ

け
を
し
て
い
る
。
積
算
基
準

に
つ
い
て
は
、
今
、
山
梨
県

の
方
で
、
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
、
関
係
の
業

者
が
拾
お
う
と
思
え
ば
、
価

格
等
、
積
算
基
準
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。
土
木
工
事
に
つ

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
工
事
原

価
に
加
え
て
経
費
を
乗
せ
る

の
が
普
通
で
あ
る
。
幾
つ
か

の
項
目
の
経
費
を
計
上
し
、

ト
ー
タ
ル
の
公
示
価
格
と
な

る
。
共
通
経
費
を
含
め
て
、

県
の
場
合
は
概
ね
六
十
％
位
、

町
の
場
合
は
、
約
三
十
％
位

を
計
上
し
て
い
る
。
落
札
率

に
つ
い
て
は
、
差
異
が
あ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
う
。

住
民
か
ら
預
か
っ
た
貴
重
な

税
な
の
で
価
格
面
ま
で
意
識

し
て
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

建
設
工
事
に
つ
い
て
は
十

三
％
〜
十
六
％
の
経
費
率
で

あ
る
が
、
町
の
ル
ー
ル
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
予
定
価
格

の
漏
え
い
防
止
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
場
合
、
入
札
者
を
そ

の
部
屋
で
待
っ
て
も
ら
い
、

私
ど
も
が
別
部
屋
に
行
っ
て
、

入
札
場
で
予
定
価
格
を
皆
で

相
談
し
た
中
で
つ
く
る
方
式

を
と
っ
て
い
る
。
予
定
価
格

に
工
事
現
場
の
難
易
度
の
設

定
が
あ
る
。
大
通
り
で
車
の

行
き
交
う
と
こ
ろ
、
山
奥
で

車
両
が
通
ら
な
い
と
こ
ろ
、

や
り
に
く
い
現
場
等
Ａ
Ｂ
Ｃ

段
階
と
し
て
価
格
を
設
定
し

て
い
る
。
新
町
の
指
名
参
加

願
が
出
さ
れ
た
業
者
数
、
土

木
工
事
、
四
分
類
型
二
十
六

業
者
、
建
築
二
分
類
約
十
社
、

水
道
二
分
類
十
二
社
合
計
四

十
八
社
、
造
園
業
を
加
え
る

と
六
十
〜
七
十
社
と
な
る
。

関
係
各
社
が
業
を
な
す
中
で
、

企
業
努
力
が
な
さ
れ
、
施
工

の
工
程
、
資
材
の
仕
入
れ
等

で
も
努
力
し
安
い
金
額
で
の

落
札
を
期
待
し
て
い
る
。
税

収
の
視
点
で
考
え
る
と
町
内

業
者
に
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
税
収
の
反
映
が

町
に
も
た
ら
せ
る
。
今
後
の

推
移
と
し
て
業
者
が
そ
れ
な

り
の
能
力
を
得
た
段
階
で
、

希
望
と
し
て
一
定
の
方
式
に

基
づ
い
て
入
札
し
た
後
の
提

案
型
（
Ｖ
Ｅ
方
式
）
設
計
に

基
づ
い
て
仕
上
げ
る
の
で
は

な
く
、
施
工
の
段
階
で
請
け

負
っ
た
業
者
側
に
提
案
を
求

め
る
方
式
を
取
り
入
れ
た
い
。

再
質
問

下
請
け
会
社
に
対

す
る
い
じ
め
に
つ
い
て
。

町
長

建
設
業
法
に
基
づ
い

て
異
議
の
申
し
立
て
の
対
応

が
で
き
る
制
度
が
あ
る
の
で
、

今
後
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

町道改修工事

道
の
駅
か
つ
や
ま
に

関
し
て

質
問

道
の
駅
か
つ
や
ま
の

周
辺
拡
張
計
画
の
進
捗
状
況

と
将
来
構
想
に
つ
い
て
。

観
光
課
長

駐
車
場
の
容
量

不
足
と
物
産
館
の
施
設
面
積

の
不
足
か
ら
地
域
の
特
徴
が

半
減
し
て
い
る
。

こ
れ
を
解
消
し
て
、
地
域

活
性
化
を
目
指
す
目
的
で
、

現
在
の
三
倍
強
の
駐
車
場
拡

幅
と
、
そ
れ
に
伴
う
再
配
置

計
画
を
進
め
て
い
る
。

六
月
補
正
で
約
五
〇
〇
〇

㎡
の
用
地
購
入
を
行
い
、
林

間
駐
車
場
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。

整
備
が
整
っ
た
上
で
、
コ

ア
と
な
る
施
設
を
誘
置
し
、

観
光
拠
点
と
交
流
の
場
と
な

る
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
く
。

質
問

道
の
駅
か
ら
羽
根
子

山
へ
の
道
路
整
備
の
予
定
は
。

町
長

勝
山
地
区
の
財
産
管

理
委
員
、
地
域
振
興
協
議
会

等
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て

質
問

各
種
委
員
会
、
審
議

会
、
協
議
会
等
の
メ
ン
バ
ー

に
女
性
を
何
割
入
れ
る
、
な

ど
の
計
画
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
課
長

女
性
を
何

割
入
れ
る
か
と
い
う
具
体
的

な
方
針
は
な
い
。
そ
の
委
員

会
に
適
任
と
さ
れ
る
人
を
選

任
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る

が
、
適
任
と
さ
れ
る
女
性
の

登
用
は
積
極
的
に
行
い
た
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
、

構
築
に
つ
い
て
は
、
推
進
委

員
の
意
見
を
参
考
に
、
更
に

前
進
し
て
い
く
よ
う
努
力
す
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問

給
食
セ
ン
タ
ー
設
置

に
伴
い
、
心
の
感
じ
ら
れ
る

食
事
提
供
の
た
め
の
具
体
的

な
計
画
は
。

学
校
教
育
課
長

河
口
湖
南

岸
給
食
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て

は
、
本
年
度
四
月
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
関
係
者
を
含
む
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
幅
広
く

論
議
し
て
き
た
。

教
育
の
一
環
と
し
て
行
な

わ
れ
る
給
食
は
、
子
供
に
と

っ
て
よ
り
安
全
、
安
心
な
も

の
を
と
い
う
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
決
し
て
効
率
の

み
を
考
え
ず
に
、
手
づ
く
り

に
も
心
が
け
、
品
数
、
食
器

等
創
意
工
夫
を
し
た
、
心
の

感
じ
ら
れ
る
給
食
を
提
供
し

た
い
。

勝山小学校給食風景



『トンネルを抜けると』
霧と雨の御殿場から、富士五

湖道路に乗り「トンネルを抜け
るとそこは雪国・・・」の場合
もありましたが、晴れが多いの
です。私は飛騨高山の生まれで
すから、雪や氷は平気ですが、
雨と霧は苦手です。
更に、御殿場からも富士山は

観えるのですが、河口湖からの
方が均整がとれており、特に河
口地区や大石地区から湖水越し
に見る富士山は、世界でも類を
見ない美しさです。
職場が河口湖になってから、

毎日のように気象と富士山の違
いを思い知らされ、いつかは
「河口湖に住みたい」という気持
ちが年々強くなっていましたが、
御殿場に自宅を建ててしまった
以上、どうすることもできませ
んでした。そんな折、幸か不幸
かというより自業自得ですが、
仕事一筋で家庭を顧みない私は、
離婚する事になり、御殿場の自
宅を手放すことになったのです。
災い転じてなんとやらで、こ

れを機に念願の河口湖に単身転
居することになりました。最初
は、マンション住まいでしたが
河口湖地区に理想の土地をお世
話していただき、また自宅を新
築できました。
早起きして、テラスドアを開

け放ち、真正面に富士山を仰ぎ
みながら、ウッドデッキでモー
ニングコーヒーを飲めば、気分
はもうリゾートです。
これで、新しい人生の伴侶が

見つかれば、私はもう一生この
町を離れないでしょう。

（河口）

私は富士河口湖町小立の河口
湖畔で陶芸の創作をしておりま
す。
金沢の美術大を卒業後すぐに

忍野村の窯に就職し、それ以来
ずっと山梨にご縁があり、現在
の工房に移り住んで十年近くに
なります。
工房の仕事場の窓からは河口

湖が目の前に眺められます。
私の生まれ育った石川県の山

村とは気候、環境もずいぶん違
っているこの地に、こうして長
く暮していられるのは、おだや
かな水辺の景色、日本一の富士
山のパワーはもちろんですが、
地元の皆さんがあたたかく親身
になって接して下さるおかげだ
と思います。
現在、河口湖近隣のものづく

りをしている作家があつまって
『アートサイト河口湖』というグ
ループをつくり、工房体験や作
家とその作品を紹介し、楽しみ
ながらものづくりを身近に感じ
てもらえるよう努力しておりま
す。
湖畔の工房を、ぶらっとのぞ

いてごらん下さい。

（小立）

河口湖に移り住んで早５年が
経ちました。埼玉県で生まれ、
６歳から東京で過ごし、まさか
河口湖で生活することになると
は思っても見ませんでした。
中学生の時にひょんなことか

ら始めたバスフィッシング。初
めてその姿を見るまで約１年！
その場所は、河口湖の遊覧船乗
り場、それからトーナメントと
いうプロの世界に魅了され高校
生時代より、毎週河口湖に高速
バスで通い釣り三昧だったこと
を昨日のように感じます。
実は、祖父、父親が歯科医師

ということもあり当然のように
歯科大に進学し、卒業後５年間
義父（妻も歯科医師なんです！）
の歯科医院にて勤務していました。
しかし、子ども時代からの夢

が捨てきれず河口湖にて釣り具
メーカーである有限会社ネクス
ト・ワンを設立しました。
ルアーの開発およびヒューマ

ンアカデミーという釣り具の専
門学校の講師・そして日本バス
プロ協会（JB）のトップカテゴ
リーのワールドプロシリーズに
参戦し、バスフィッシングのす
ばらしさと自然のありがたさを
河口湖という日本一のフィール
ドから全国のみならず世界に発
信していきたいと思っています。

（船津）

ツル虎ノ門外科・リハビリテーション病院
院長　廣　田　健　児

花仙陶房
辻　　　優　子

有限会社　ネクスト・ワン
社長　関　　千　俊（バスプロ）



「ああ、今日も富士山がきれ
い！」と、毎日のように眺めて、
早５年になりました。
思えば７、８年前に、第二の

人生は景色の良い田舎暮しを望
み、全国を捜しまわって、やっ
と見つけたのがここ勝山でした。
眺めはもちろん、水も空気も

きれいで美味しく、夏は涼しく
（冬は少々寒い）、大阪での夏の
生活が嘘のように思えるほどで
す。
それと、割に東京に近いとい

うのも生活をしてみて感じまし
た。
車で１時間強で、気楽に都内

に行けるのも、魅力のひとつに
なりました。
又、民宿を営んでいる方が多

いせいか、気軽にお声をかけて
下さったり、趣味のクラブにも
快く仲間入りさせていただき、
親切に教えて下さり、本当に身
に浸みて嬉しく思いました。
余談ですが、憧れのログ・ハ

ウスに住んで、薪ストーブの炎
を見ながら、闇夜に浮ぶ銀白の
富士の眺めには、60才を過ぎた
身でもロマンチックになれるも
のです。

2004. 夏
（勝山）

魚たちが泳ぐ湖。動物達の息
吹を感じる山々。鳥が舞う空。
せせらぎが聞こえる川。
「自然がいっぱいで、日本の

原風景が今もなお残る。そんな
所で暮らしたい」と、住み慣れ
たイギリスから帰国した僕が選
んだ場所、富士河口湖町。
ここにあるのは、これだけで

はない。観光をエネルギーとす
る活気や支えあう地域の生活。
古を今に伝える言葉や文化。特
徴ある漁業と農業。富士山と共
生してきた特異な暮らし。
一言で言うと、「独特な風土」

とでも言うのであろうか。
職業柄、「風土」という言葉を
よく考える。「風土」とは、やは
り人と自然、それらが織り成す
文化、社会のことではないかと。
住み始め当初は、これら全てが
異質に感じたと言っても過言で
はない。
しかし、「風」に乗って僕はや
って来、新しい何かを始めた。
これからは「土」としてここに
暮らし、何かを発信してゆく。
移り住んで６年を迎え、こんな
ことを考えている今日この頃で
ある。「風土」の一人として。

（大石）

今から36年前、西湖～河口湖
～忍野を歩きその自然の美しさ
に感動しました。その後幾度と
無くこの地を訪れ、大切な思い
出として心の隅にしまってあり
ました。
富士山と湖、そしてそれらを

御坂山塊の山並みが取り囲み、
自然の営みが繰り返されている
鼓動を感じ、生活の拠点として
この地を決めたのが平成５年、
11年前になります。自然豊かな
足和田地区長浜の樹林の中で、
夫婦二人三脚で営業を始めて６
年あまり。自然という素晴らし
い財産をテーマにオアシス的な
くつろぎ空間を模索しておりま
す。
都会育ちゆえ、自然と生活環

境のバランスが実に素晴らしい
と思う反面、環境の変化に危機
感があるのも事実です。
富士河口湖町の最大の財産は、
価値ある自然です。この豊かな
自然環境をいかに後世に残し、
多くの人々に訪れていただくか
がテーマです。
その一役をピンポイントとし

て広げて行けたら・・・と思っ
ております。

（長浜）

大阪より1999年に移住
庄　村　　　弘・文　子

カントリーレイクシステム
代表　田　村　孝　次

「くつろぎの宿」クースクース
田　中　保　次・公　子



１日　産経土木常任委員会
２日　議会運営委員会、議員全員協議会、第２回

臨時議会
５日　産経土木常任委員会（白州視察）
９日　高知県安田町議会研修来庁
12日　産経土木常任委員会
14日　議会運営委員会
15日　北海道留辺蘂町議会研修来庁

文教社会常任委員会（町内施設見学）
19日　新潟県上川村議会研修来庁
20日　産経土木常任委員会
22日　鳥取県東郷町議会研修来庁
23日　議会運営委員会
26日 総務常任委員会研修、産経土木常任委員会
29日　甲斐のかつやま　流鏑馬まつり
30日　第３回臨時議会

13日　茨城県玉造町議運研修来庁
17日　大分県蒲江町議会研修来庁
18日　鹿児島県坊津町議会研修来庁
19日　福岡県筑穂町議会研修来庁
25日　産経土木常任委員会
26・27日　議会議員視察研修（千葉県富浦町）
28日　産経土木常任委員会

３日　議会運営委員長連絡協議会定期総会
５日　議会広報研究協議会定期総会
７日　産経土木常任委員会
８日　議会運営委員会
14日　議会運営委員会、議員全員協議会、６月定

例会開会本会議（条例・補正予算）
15日　本会議（一般質問）議員全員協議会
16日　総務常任委員会、文教社会常任委員会
17日　産経土木常任委員会、定例会（委員会報告）

閉会
18日　ハーブフェスティバルオープニング
20日　西湖ロードレース
29日　県町村議会運営委員会研修会

学
生
の
頃
、
太
宰
文
学

を
読
み
、
隣
の
富
士
吉
田

に
生
ま
れ
た
私
は
河
口
と

い
う
地
に
親
し
み
を
覚

え
、
憧
れ
た
も
の
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
天
下
茶
屋
に

住
い
、
御
坂
峠
を
歩
い
て

下
り
河
口
局
に
手
紙
を
取

り
に
来
た
と
い
う
太
宰
の

姿
が
御
坂
峠
を
通
行
す
る

度
に
目
に
浮
か
び
、「
今

の
世
を
彼
が
見
た
ら
何
と

思
う
だ
ろ
う
」
…
と
思
い

ま
す
。
半
日
が
か
り
で
山

を
降
り
て
来
た
だ
ろ
う

に
、
道
路
は
す
っ
か
り
整

備
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
、

局
ま
で
は
車
で
サ
ッ
と
十

分
程
、
交
通
量
が
多
く
て

道
の
端
な
ど
歩
け
や
し
な

い
。
き
っ
と
「
富
士
に
は

月
見
草
が
よ
く
似
合
う
」

な
ど
と
風
流
な
こ
と
は
言

っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
あ

の
名
言
も
な
か
っ
た
も
の

か
？

そ
ん
な
河
口
に
縁
あ
っ

て
嫁
い
で
早
く
も
二
十

年
。
家
業
は
太
宰
も
驚
く

道
づ
く
り
。
そ
ん
な
仕
事

を
手
伝
い
な
が
ら
三
人
の

子
に
恵
ま
れ
育
て
な
が
ら

の
二
十
年
。
自
然
と
共
存

し
、
住
み
や
す
い
町
に
と

自
然
と
開
発
の
狭
間
に
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

治
山
治
水
を
看
板
に
掲
げ

た
先
代
か
ら
の
意
志
を
引

き
継
い
だ
主
人
と
共
に
少

し
で
も
地
域
の
方
々
の
お

役
に
立
て
た
ら
と
日
々
、

努
力
し
て
い
ま
す
。

我
家
の
茶
の
間
か
ら
真

正
面
に
見
え
る
富
士
山
は

三
百
六
十
五
日
、
様
々
な

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

富
士
山
は
辛
い
こ
と
悲
し

い
こ
と
全
部
包
み
込
ん
で

私
の
心
を
癒
し
て
、「
又
、

頑
張
る
ぞ
」
と
い
う
力
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
環
境

の
中
で
暮
し
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
、
更
に
地

域
に
貢
献
し
て
ゆ
き
た
い

と
心
よ
り
思
っ
て
お
り
ま

す
。

河
口
一
七
九
三

宮
下
　
智
子

４月

５月

６月

４月～
６月

訂
正
　
議
会
だ
よ
り
第
二
号

５
ペ
ー
ジ
一
般
会
計
の
主
な
事
業
の
中
で

「
交
際
費
」
は
「
公
債
費
」
の
誤
り
で
し
た
。


